
　

猿
払
村
交
通
安
全
運
動
推
進
連

絡
協
議
会
で
は
、
村
を
は
じ
め
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
指
導
員

会
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
が
官
民

一
体
と
な
り
、
交
通
安
全
の
推
進

に
向
け
て
、
様
々
な
啓
発
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
（
４

月
６
日
か
ら
15
日
）
中
の
、
４

月
９
日
か
ら
12
日
の
間
に
は
、
交

通
安
全
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
交
通
量

が
増
加
す
る
新
年
度
の
時
期
に
、

通
学
に
慣
れ
な
い
新
入
学
児
を
は

じ
め
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
交
通

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安

全
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
雪
が
解
け
て
、
歩

行
者
や
自
動
車
の
動
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
交
通

事
故
に
遭
う
こ
と
の
な
い
安
心
・

安
全
な
猿
払
村
を
目
指
す
た
め
、

気
を
付
け
る
べ
き
交
通
ル
ー
ル
等

を
今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
庁
が
発
表
し
た
「
幼
児
・

児
童
に
関
連
す
る
交
通
事
故
の
状

況
」
の
「
小
学
生
の
状
況
別
死
・

重
傷
者
数
」
を
確
認
す
る
と
、
交

通
事
故
に
遭
う
状
況
と
し
て
、
低

学
年
は
「
歩
行
中
」、高
学
年
は
「
自

転
車
乗
車
中
」
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
間
帯
別
に

示
し
た
デ
ー
タ
で
は
、
15
時
台
と

い
っ
た
下
校
時
の
事
故
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
法
令
違
反
別
」
で
み
る
と
、
幼

児
・
児
童
と
も
に
「
飛
び
出
し
」

に
よ
る
事
故
が
最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。

約 800 名の会員と協会の活動に賛
同いただいている事業所で構成さ
れています。各会員の方々からの
年会費を主な財源として事業を展
開し、各支部への交通安全資材の
助成をはじめ、資材の購入、新入
学園児への交通資材の配布など、
交通安全推進のための事業を実施
しています。
今年も例年どおり交通安全を願
い、新入学児童に自転車用ヘルメッ
トやランドセルカバーといった交
通安全グッズを贈呈しました。

子どもたちを守るために

警察庁「幼児・児童に関連する交通事故の状況」をもとに作成
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/anzen/anzenundou/R6harunoundou_koutsuujikobunseki.pdf

地域ができること

協会の趣旨をご理解いただき、交
通安全運動の強化を図るため、新
規会員を以下のとおり募集してい
ます。ご興味のある方は、ぜひご
検討ください。

会員資格
・自動車運転免許証所有者である
・協会の趣旨に賛同する有志である
年会費
１人 400 円
入会方法
会費をご持参のうえ直接事務局ま
でお申し込みまたは、電話で連絡
※後日会員証を発行
会員特典
①運転免許更新時の写真代金割引
※稚内警察署での写真撮影に限る
②優良運転者表彰が受けられる
※会員からの申し出による

■猿払村交通安全協会事務局
　役場住民課生活環境係
☎２-３１３３

子
ど
も
に
関
連
す
る

交
通
事
故
の
状
況

子
ど
も
へ
の
安
全
指
導
を
実
施

■歩行中幼児・児童（第１・第２当事者）の
　法令違反別死者・重傷者数（R1~R5 合計）

�.�％（��人）�.�
％（��人）

幼児
（���人）

児童
（�,���人）

� �� �� �� �� ���
（％）

飛び出し

幼児のひとり歩き その他 違反なし

横断違反 信号無視 路上遊戯

��.�％（���人） �.�％（��人）

��.�％
（���人）��.�％（���人）

�.�％（��人）�.�
％（��人）�.�

％（��人）

��.�％（��人） ��.�％（���人）

��.�％（���人）

�.�％（��人）

■小学生の状況別死者・重傷者数（R1~R5 合計）

１年生
（���人） ��.�％（���人）

��.�％（���人）

��.�％（���人）

��.�％（���人）

��.�％（���人）��.�％（���人）

��.�％
（��人）

��.�％
（���人）

��.�％
（���人）

��.�％
（���人）

�.�％
（��人）
�.�％（�人）

�.�％
（��人）

�.�％
（��人）

�.�％
（��人）

�.�％
（��人）

２年生
（���人）

３年生
（���人）

４年生
（���人）

５年生
（���人）

６年生
（���人）

� �� �� �� �� ���
（％）

その他自動車乗用中自転車乗用中歩行中

��.�％（���人）��.�％
（���人）

�.�％
（��人）

�.�％（�人）

�.�％（�人）

�.�％（�人）

�.�％（�人）

猿払村交通安全協会とは
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毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
、
村
内

の
各
小
学
校
で
「
青
空
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も

た
ち
が
成
長
す
る
に
つ
れ

て
外
出
や
自
転
車
の
利
用

が
増
え
、
交
通
事
故
に
遭

う
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
を
学
び
、
交
通
事
故
や

け
が
を
防
ぎ
、
安
全
に
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

内
容
は
学
校
や
学
年
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

実
際
に
自
転
車
に
乗
っ
て

町
中
を
運
転
し
た
り
、
横

断
歩
道
の
わ
た
り
方
を
確

認
し
た
り
、
ダ
ミ
ー
人
形

を
使
っ
て
車
と
の
衝
突
事

故
を
再
現
す
る
な
ど
、
安

全
に
関
す
る
こ
と
を
勉
強

し
ま
す
。

　

授
業
の
終
わ
り
に
は
、

小
学
６
年
生
に
交
通
安
全

指
導
委
員
委
嘱
状
が
贈
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
下
級
生
の
お

手
本
と
な
る
よ
う
に
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
ま

た
周
り
の
友
達
や
下
級
生

が
ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
な

い
と
き
に
は
、
声
を
掛
け

合
っ
て
交
通
安
全
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

猿
払
村
は
交
通
事
故
死
「
０
」

３
０
０
０
日
（
令
和
９
年
１
月
31
日

達
成
予
定
）
を
目
標
に
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
で
の
令
和
５
年
に
お
け

る
交
通
事
故
件
数
は
９
０
８
２
件

で
あ
り
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

１
３
１
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

村
内
に
お
け
る
交
通
事
故
件
数
は
０

件
と
な
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
交
通
安
全
に
対
す
る
ご
協
力
に
よ

り
、無
事
故
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
起
き
て
い
る
事
故
の
原

因
は
様
々
で
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
悪

天
候
で
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
、
居
眠
り
運
転
や

飲
酒
運
転
の
ほ
か
、
北
海
道
で
は
シ

カ
の
衝
突
な
ど
が
事
故
の
原
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
車
や
自

転
車
で
の
携
帯
電
話
等
を
使
用
し
て

の
「
な
が
ら
運
転
」
に
よ
る
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
死

「
０
」
を
目
指
し
安
全
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

子どもの交通事故防止のために
意識してほしいこと

各小学校での取り組み
「青空教室」 

地域の方へ地域

子
ど
も
の
前
で
、
信
号
無
視
や
乱
横
断
を

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
大

人
の
ま
ね
を
し
ま
す
。

Point1子
ど
も
が
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
、

運
転
者
は
停
止
・
減
速
を
、
運
転
者
以
外

の
方
は
、
保
護
・
誘
導
し
て
、
子
ど
も
の

安
全
な
横
断
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

Point2子
ど
も
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
、
保
育
所
、

通
学
路
、
住
宅
街
の
道
路
、
見
通
し
の
悪

い
場
所
な
ど
は
飛
び
出
し
に
備
え
て
減
速

し
ま
し
ょ
う
。

Point3

不
使
用
・
不
適
正
使
用
の
危
険

を
理
解
し
、
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
使
用
す
る
際
は
、
子
ど

も
の
体
格
に
合
っ
た
も
の
（
乳

児
用
・
幼
児
用
・
児
童
用
）
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

Point1家
の
外
で
は
、
幼
児
と
手
を
つ

な
ぎ
、
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
駐
車
場
な
ど
車
道
以
外

の
場
所
も
注
意
が
必
要
で
す
。

一
人
歩
き
を

さ
せ
な
い

保護者の方へ保護者

Point2

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の

適
正
使
用

子どもに教えること子ども

・
横
断
歩
道
や
信
号
機
が
近
く
に
あ

る
と
き
は
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
横

断
す
る
こ
と

・
道
路
を
横
断
す
る
前
に
は
「
立
ち

止
ま
る
」「
左
右
を
よ
く
見
る
」「
手

を
上
げ
て
横
断
す
る
こ
と
を
車
に

伝
え
る
」「
車
が
止
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
」
こ
と　

※
信
号

が
青
で
も
必
ず
確
認

・
横
断
中
も
「
左
右
を
よ
く
見
る
」

こ
と

Point1

横
断
の
仕
方

・
繰
り
返
し
何
度
も
教
え
る

・
子
ど
も
の
目
線
で
危
険
な
交
差
点

等
を
一
緒
に
確
認
す
る

・
車
か
ら
子
ど
も
は
見
え
に
く
い
こ

と
を
教
え
る

・
幼
児
に
は
、
紙
芝
居
、
腹
話
術
等

の
視
聴
覚
に
訴
え
る

Point2

教
え
る
と
き
の

注
意
点

子
ど
も
の
お
手
本
に
な
る

子
ど
も
に
対
す
る

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ

子
ど
も
の
急
な
飛
び
出
し
に

備
え
て
減
速
す
る

自転車乗用中の死者の約半数が「頭部」の損傷が原
因です。ヘルメットを着用していない人の頭部致命
傷率は着用者の約 2.4 倍という結果があります。
このことから、ヘルメットを着用すると致命傷にな
らない可能性が上がるといえるため、必ず着用する
ことを心がけましょう。

命を守るヘルメットは必ず着用を！

警察庁「こどもの交通事故防止対策の要点」をもとに作成　https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/0-1.pdf

交通事故の実態

住民課生活環境係
主事　髙橋 真佐也
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